
（学年） 第３学年、（教科・科目） 国語・現代文 B 協働学習

（単元） 評論（三）『舞姫（森鴎外）』

（本時のねらい）

①仕事と恋愛、選択を迫られる主人公の立場に立って心情を想像する。

②他者の意見を知ることで、多様なものの見方や考え方に触れ、多角的な視点を身につ

ける。

（ICT活用方法）
①導入

電子黒板に『舞姫』のあらすじを投影し、全員で内容を確認する。

②展開

あらすじを読んだ上で、仕事を取るか恋愛を取るかを個人で考え、ワークシートに記入

する。そして、その内容を授業支援クラウドアプリに配信したワークシートに入力させる。

生徒の入力状況をモニタリングし、全員が完了したところで電子黒板に投影し、意見の共

有を図る。

（本時の展開）

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法

導入 ・本時の目標及び活動 ・本時の目標及び活動内容に

５分 内容について知る。 ついて説明する。

・あらすじの朗読を聞 ・これから学習する『舞姫』の ・あらすじを電子黒

く。 あらすじということは伏せて 板に投影する。

おき、自由に心情や状況を想

像できるようにする。

・主人公になったつも ・選択することに加え、その理 ・電子黒板に教師の

りで仕事と恋愛のど 由についても考えるよう指導 例を投影する。

ちらを選択するかを する。

考える。

・自分の選択内容とそ ・授業支援クラウド

の理由を授業支援ク アプリに入力させ

展開 ラウドアプリ上のワ る。

４０分 ークシートに記入す

る。

・自分の意見を授業支 ・意見を投影する際は名前は伏 ・授業支援クラウド
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援クラウドアプリ上 せる。 アプリ内で作成し

のワークシートに入 ・希望する生徒には内容につい た生徒のワークシ

力する。 て補足説明をさせる。 ートを投影する。

・注目すべき点など

・電子黒板に投影され ・数名を指名し、感想を述べさ にはインタラクテ

た意見を見ながら、 せる。 ィブペンを使用し

自分の意見と比較し て、傍線を引いた

たり、他者の多様な り、まるで囲んだ

意見を知ったりする。 りする。

まとめ ・本時の振り返りと次 ・本時の活動についての感想

５分 時の予告を聞く。 を周囲の生徒と話すよう促

す。

（授業の様子）

授業支援クラウドアプリ入力風景 感想を述べ合う様子

（生徒の反応と課題、改善を要する点）

意見の紹介は匿名で行うことを予告したので、リラックスして意見を考える様子が見ら

れた。また、授業支援クラウドアプリの機能を生かしてフォントの色を変えたり、イラス

トを加えたりしてオリジナリティを出そうとする生徒もおり、結果的にバラエティに富ん

だ意見が集まった。授業支援クラウドアプリのモニタリング機能は、生徒の活動状況を一

画面で把握することができるため大変便利であり、「先生に注目」機能によって、生徒を

電子黒板に注目させることができる。この二つの機能は教師が授業を展開する上で大変有

効であると実感した。しかし、更新状況や電波受信の状況には個体差があり、個々の ICT
作業スキルにも差があるので、授業支援クラウドアプリを使用して全員が共通の作業を行

える状態にするまでに時間がかかっている。授業での使用頻度を増やすことで活用スキル

の定着を図り、教師が作業指示を事前に行うことで、生徒自身が授業開始前に準備を整え

ておけるようにしていきたい。また、家庭に持ち帰ってレポート作成する場合は、コラボ

レーションプラットフォームの有効性が高いと感じている。次年度以降活用頻度を増やし

たい。


